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＜開催期間・場所＞ 

開催期間 平成３０年２月１５日(木)－４月８日(日)  

開催時間 午前８時４５分－午後５時  

※ 休館日は毎週月曜日、毎月第３水曜日（３月２１日は除く）、３月  

２２日(木)です。 

開催場所 相模原市立公文書館  

   
〒252-5192                                 

相模原市緑区久保沢１丁目３番１号           

城山総合事務所第２別館３階               

電話 ０４２-７８３-８０５３ 



１ 第１１回企画展の展示内容について 

昭和初期、人口３万人が住む広大な原野であった相模原台地に、昭和１０年代には

陸軍士官学校をはじめ、多くの軍関係施設や民間工場などが相模原に移転してきた。 

このような「「軍都計画」と相模原」の歴史に関する公文書や保存行政文書などを展

示します。 

 

 

２ 展示資料の利用について 

展示している資料のうち、展示資料目録の「出典等」の項目に歴史的公文書と

記載されているものは、展示期間終了後、公文書館で所定の手続きを行っていた

だきますと、一部を除きご利用いただくことが可能です。 

また、行政資料及び図書と記載されているものにつきましては、展示期間中で

も閲覧することができますので、お申し出ください。 

なお、「出典等」の項目に国立公文書館所蔵、防衛省防衛研究所所蔵、神奈川県

立公文書館所蔵、相模原市立博物館所蔵と記載されている資料のご利用につきま

しては、各館へ直接お問い合わせください。 
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３ 展示概要 

陸軍施設の移転 

昭和初期、人口３万人が住む広大な原野であった相模原台地に、1937（昭和 12）年 9

月、陸軍士官学校が建設され、東京・市ヶ谷から本科生徒隊が転営してきた。それは前

年 6月 27日の陸軍からの電話連絡で始まった。用地買収交渉から第一期工事完成までわ

ずか１年３か月という突貫工事ぶりであった。翌 1938（昭和 13）年には臨時東京第三陸

軍病院、陸軍造兵廠東京工廠相模兵器製造所（のち相模陸軍造兵廠）、陸軍工科学校（の

ち陸軍兵器学校）が建設され、1939（昭和 14）年には陸軍電信第一連隊、陸軍通信学校、

1940（昭和 15）年には原町田陸軍病院（のち相模原陸軍病院）と、相模原台地一帯には、

東京から続々と軍事施設や軍需工場の移転が進み、1942（昭和 17）年の陸軍機甲整備学

校まで、8つの陸軍施設が建設された。その後、終戦により、陸軍施設の多くが米軍に 

接収された。一部が返還され、その跡地に公共施設などが立ち並ぶ。陸軍機甲整備学校

（キャンプ淵野辺）跡地には、JAXA相模原キャンパスや市立博物館等が建つ。 

相模原軍都計画 

これに対応するため、1939（昭和 14）年 9月には、市域北部では相模陸軍造兵廠を中

心に、「近キ将来ニ於テ人口十万以上ノ都市ノ出現ヲ見ルハ必至ノ情勢」という、「相模

原都市建設区画整理事業」の事業説明が神奈川県議会で行われている。そして、同年 12

月、2町 6か村による「相模原軍都建設連絡委員会」が結成され、関係軍施設や各町村

に意向調査を実施し、インフラ整備の要望、各町村から合併の意向が示された。都市計

画法を適用し、道路、交通、住宅、商業などを整備し、合わせて、町村の合併協議が進

められ、1941（昭和 16）年 4月 29日、2町 6か村が合併し「相模原町」が生まれる。現

在の市役所周辺の整然とした区画や公園、国道 16号の４０m道路などはこの当時の区画

整理事業によるものである。 

 

相模川河水統制事業 

また、一方、水の問題では、明治時代から検討がなされ、大正時代に県による相模原

開田調査が進められたが頓挫。1933（昭和 8）年の農林省による調査結果から、電力開

発、洪水調整、灌漑用水、そして給水事業なども行う、「相模川河水統制事業」が 1938

（昭和 13）年 1月に神奈川県臨時議会に上程され、相模ダム（相模湖）の建設がはじま

る。その陰で旧日連村勝瀬地区全戸約 70戸は水没することになった。そして、1942（昭

和 17）年 8月、相模陸軍造兵廠への給水が開始される。 
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4 展示資料目録

No. 資料名 作成年 展示物 出典等

陸軍施設の移転

1 陸軍士官学校正門 １９３０年代
複写

（写真）
相模原市史「現代図録編」
（相模原市立博物館所蔵）

2 相模原地域の軍事施設一覧 １９３０年代 複写
「相模原市と米軍基地」
(相模原市)

3
第二議題
陸軍士官学校本科設置位置に就て １９３６（昭和11）年 複写

JACAR(アジア歴史資料センター)
Ref.C01004137600、陸軍省「蜜大日
記」（防衛省防衛研究所所蔵）

4 陸軍士官学校本科候補地調査表 １９３６（昭和11）年 複写
JACAR(アジア歴史資料センター)
Ref.C01004137600、陸軍省「蜜大日
記」（防衛省防衛研究所所蔵）

5 陸軍士官学校本科候補地地図 １９３６（昭和11）年 複写
JACAR(アジア歴史資料センター)
Ref.C01004137600、陸軍省「蜜大日
記」（防衛省防衛研究所所蔵）

6 陸軍士官学校敷地予定図
１９３６（昭和11）年
7月

複写
麻溝村「陸軍練兵場関係書類」
（相模原市立博物館所蔵）

7
陸軍士官学校新設位置に関する件
決裁文書

１９３６（昭和11）年 複写
JACAR(アジア歴史資料センター)
Ref.C01004137600、陸軍省「蜜大日
記」（防衛省防衛研究所所蔵）

8 陸軍士官学校状況説明書
１９４５（昭和20）年
８月

複写

JACAR(アジア歴史資料センター)
Ref.C15010070700、連合軍司令部の
質問に対する回答文書綴（教育）　１
８／２６　昭２０．８．３０～２０．９．８
(防衛省防衛研究所所蔵)」

9
昭和十二年度
相模兵器製造所歴史

１９３７（昭和１2）年 複写

JACAR(アジア歴史資料センター)
Ref.C15120218000、C15120218200
昭和１２年度相模兵器製造所歴史
(防衛省防衛研究所所蔵)

10 陸軍用地買収に関する件
１９３６（昭和11）年
７月

原本
麻溝村「陸軍練兵場関係書類」
（相模原市立博物館所蔵）

11
買収に関する今日までの経過概要
（麻溝村陸軍用地買収について
（一部抜粋））

１９３６（昭和11）年
７月

複写
麻溝村「陸軍練兵場関係書類」
（相模原市立博物館所蔵）

12
高座郡町村長会長　陸軍士官学校
移転の出迎の件

１９３７（昭和12）年
９月

原本
上溝町「庶務書類」
（相模原市立博物館所蔵）

13
昭和十二年度臨時町村財政特別補
給金交付方陳情に関する件

１９３７（昭和12）年
７月

原本
麻溝村「村会会議録及議決書」
（相模原市立博物館所蔵）

14 村有土地処分の件
１９３８（昭和13）年
２月

原本
大野村「村会会議録及議決書」
（相模原市立博物館所蔵）
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No. 資料名 作成年 展示物 出典等

18 陸軍機甲整備学校状況説明書
１９４５（昭和20）年
９月

複写

JACAR(アジア歴史資料センター)
Ref.C15010070500、連合軍司令部の
質問に対する回答文書綴（教育）　１
８／２６　昭２０．８．３０～２０．９．８
(防衛省防衛研究所所蔵)

19
陸軍士官学校での生活風景
「行幸に輝く陸軍士官学校」

１９３９（昭和14）年
９月

複写
（写真）

JACAR(アジア歴史資料センター)
Ref.C1A06031067800『写真週報第83
号』（国立公文書館所蔵）

20
「機械化部隊のお医者さん」
（陸軍機甲整備学校）

１９４２（昭和17）年
７月

複写
（写真）

JACAR(アジア歴史資料センター)
Ref.A06031082200『写真週報第227
号』（国立公文書館所蔵）

23
陸軍士官学校所在地の名称に関す
る件達　『相武台』と命名

１９３７（昭和１2）年 複写

JACAR(アジア歴史資料センター)
Ref.C01005066700、昭和１２年 「来
翰綴（陸普）第１部」(防衛省防衛研究
所所蔵)

24
卒業式天覧演習豫行見学に関する
件通牒

１９３９（昭和14）年
８月

複写
麻溝村「陸軍練兵場関係書類」
（相模原市立博物館所蔵）

25
相模原演習場内野生萱払下願と承
認書

１９３９（昭和1４）年
１１月

複写
麻溝村「陸軍練兵場関係書類」
（相模原市立博物館所蔵）

26

陸軍用地買収に伴う耕地喪失者の
職業紹介に関する件(昭和１１年)及
び傭人採用に関し出頭せしめられ
度件依頼（昭和１３年）

１９３６（昭和11）年
10月及び１９３８
（昭和13）年７月

複写
麻溝村「陸軍練兵場関係書類」
（相模原市立博物館所蔵）

27 拳銃射撃實施の件通牒
１９３８（昭和13）年
６月

複写
麻溝村「陸軍練兵場関係書類」
（相模原市立博物館所蔵）

29
「相武台」の名称濫用防止に関する
件

１９３８（昭和13）年
３月

複写

JACAR(アジア歴史資料センター)
Ref.C01001673400、永存書類　甲輯
第１類　昭和１４年(防衛省防衛研究
所所蔵)

30
陸軍施設使用希望調書　昭和２０年
１０月　文部省

１９４５（昭和20）年
１０月

複写

JACAR(アジア歴史資料センター)
Ref.C12121815800、軍需品軍需工場
の処理に関する綴(防衛省防衛研究
所所蔵)

44
陸軍士官学校はその後
（「陸軍施設使用希望調書　昭和２０
年１０月　文部省」から抜粋）

１９４５（昭和20）年
１０月

複写

JACAR(アジア歴史資料センター)
Ref.C12121815800、軍需品軍需工場
の処理に関する綴(防衛省防衛研究
所所蔵)

相模原軍都計画

15
議案第十七号
（上溝町都市計画法適用申請）

１９３８（昭和13）年
６月

原本
上溝町「町会会議録及議決書」（相模
原市立博物館所蔵）

16
相模原都市建設区画整理事業に関
する件

１９４０（昭和15）年 原本
「相模原区割整理」2ＢＨ２４－９－１４
３
（神奈川県立公文書館所蔵）

17 相模原軍都建設連絡委員会 １９４０（昭和15）年 原本
相原村「相模原軍都建設連絡委員会
関係書類」（相模原市立博物館所蔵）
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No. 資料名 作成年 展示物 出典等

21
議案第一九号
上溝町公営住宅建設の件

１９３８（昭和13）年
６月

複写
上溝町「町会会議録及議決書（町村
合併関係他）」（相模原市立博物館所
蔵）

22
横浜線運輸能力強化に関する懇談
会

１９３９（昭和14）年
７月

複写
「相模原軍都建設連絡委員会書類」
県各課２－２－１１
（神奈川県立公文書館所蔵）

28
相模原土地区画整理地区現形並予
定図

１９４０（昭和15）年
複写

（写真）
（相模原市立公文書館所蔵）

31
相模原軍都建設計画に対する軍関
係関係町村等の意向について

１９４０（昭和15）年
８月

原本
「相模原軍都建設連絡委員会書類」
県各課２－２－９
（神奈川県立公文書館所蔵）

32 相模原軍都建設に関する件 １９４１（昭和16）年 原本
「地方長官会議書類」県各課１－２－
１０２（神奈川県立公文書館所蔵）

33 相模原町設置関係書類 １９４１（昭和16）年 原本
「昭和１６年　相模原町設置関係書
類」県各課２－２－１１７
（神奈川県立公文書館所蔵）

34 相模原町村概要　資力 １９４１（昭和16）年 原本
新磯村「相模原軍都計画書類」
（相模原市立博物館所蔵）

35
神奈川県上溝・大野・相原・大沢都
市計画相模原土地区画整理決定の
件

１９３９（昭和14）年
１０月

複写
JACAR(アジア歴史資料センター)
昭和14年「公文雑纂」84巻
（国立公文書館所蔵）

36 町村合併に関しての意見書
１９４１（昭和16）年
２月

原本
相原村「町村合併に関する書類」
（相模原市立博物館所蔵）

37
陸士前土地区画整理組合設立認可
の件

１９３９（昭和14）年
３月

原本

「昭和２１年度　相模原都市計画　陸
士前土地区画整理関係（組合施行）」
ＢＨ６－８８７（神奈川県立公文書館
所蔵）

38
キャンプ淵野辺の返還後における
跡地利用について（要望）

１９７０（昭和45）年 原本
歴史的公文書
「キャンプ淵野辺跡地利用」
（相模原市立公文書館所蔵）

39
キャンプ淵野辺跡地への小学校建
設について（要望）

１９７７（昭和52）年 原本
歴史的公文書
「米軍提供施設の跡地利用書類」
（相模原市立公文書館所蔵）

40
松村長官（県知事）への相模原町村
合併の動向報告

１９４０（昭和15）年
８月

複写
「相模原軍都建設連絡委員会書類」
県各課２－２－９
（神奈川県立公文書館所蔵）

41
陸軍士官学校からの「相模原軍都
建設に関し配慮相成度件照会」

１９４０（昭和15）年
８月

複写
「相模原軍都建設連絡委員会書類」
県各課２－２－９
（神奈川県立公文書館所蔵）

42
軍都建設連絡委員会顛末（揺れる
合併の組み合わせ）

１９４０（昭和15）年
９月

複写
「相模原軍都建設連絡委員会書類」
県各課２－２－９
（神奈川県立公文書館所蔵）

43
区画整理街路　相模原警察署前十
字路から西門方面（後方に米軍相
模総合補給廠）

１９６８（昭和43）年
複写

（写真）
相模原市史現代図録編
（相模原市立博物館所蔵）

50

軍都建設座談会（東京日日新聞社
主催、昭和14年5月12日）と神奈川
県相模ヶ原開発計画協議会（昭和
14年6月26日）

１９３９（昭和14）年 複写
図書・刊行物『相模原都市建設事業
参考資料』k316-5.4-2
（神奈川県立公文書館所蔵）
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No. 資料名 作成年 展示物 出典等

相模川河水統制事業

45
相模川河水統制事業により
水没した旧勝瀬地区の風景

１９３５（昭和10）年
頃

複写
（写真） （相模原市立博物館所蔵）

46 相模川河水統制事業に関する件伺
１９３８（昭和13）年
１月

原本
「昭和一三年閣省稟申伺関係書」
県各課1-3-60
（神奈川県立公文書館所蔵）

47 相模川河水統制事業計画説明書
１９４０（昭和15）年
８月

原本
「相模川河水統制事業計画説明書」
郡－６－１K517-0-0024
（神奈川県立公文書館所蔵）

48
昭和十三年度　神奈川県相模川河
水統制事業費豫算に関する半井知
事説明概要

１９３８（昭和13）年 原本

「昭和十三年度　神奈川県相模川河
水統制事業費豫算に関する半井知
事説明概要K517-0-0025
（神奈川県立公文書館所蔵）

49 相模川河水統制事業施行許可願 １９３８（昭和13）年 原本
「相模川河水統制事業関係資料　１」
K517-0-0042
（神奈川県立公文書館所蔵）

参考文献一覧

1 相模原市史　現代図録編 ２００４（平成16）年 原本 ［行政資料］

2 相模原市史　現代資料編 ２００８（平成20）年 原本 ［行政資料］

3 相模原市史　現代通史編 ２０１１（平成23）年 原本 ［行政資料］

4 相模原市史　近代資料編 ２０１７（平成29）年 原本 ［行政資料］

5 津久井町ダム史 １９８６（昭和61）年 原本 ［行政資料］

6 藤野町史　通史編 １９９５（平成7）年 原本 ［行政資料］

7 「地域史」 １９９０（平成2）年 原本 ［図書］

8 湖底への追憶 ２００７（平成19）年 原本 ［図書］
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